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１．基本的な考え方 

学校法人静岡理工科大学（以下「本学園」）は、学園の採用活動に応募する求職者の皆様および教 

育実習等の実習を受ける皆様（以下、「求職者等」という。）が、公正、安全で快適な環境のもとで

の活動を確保し、性別に関わらず教職員による求職者等に対するハラスメント行為（セクシュアル 

ハラスメント・パワーハラスメントに類する行為も含む）を一切容認しません。 

  

２．本学園における求職者等に対するセクシュアルハラスメントの定義 

求職活動等におけるセクシュアルハラスメントとは、教職員等による性的な言動により、学園の採 

用活動に応募する求職者等（インターンシップ、教育実習生を含む）の求職活動等が阻害されるも 

のをいう。 

例として、次の行為が含まれます（これらに限りません）。 

•インターンシップや実習中に、意図的・継続的に性的な冗談やからかいを行うこと。 

・採用面接や OB・OG 訪問等の際に、性的な関係を求めたり、私的な交際を迫ったりすること。 

・性別による役割分担意識に基づいた発言や、性的指向・性自認に関する偏見・差別的な言動を 

行うこと。 

・性的な言動に対して拒否したために採用選考において不利益な取扱いをすること。 

 

３．本学園における求職者等に対するセクシュアルハラスメントへの対応 

求職者等が安心して求職活動等に臨むことができるよう適切に対応いたします。  

  ・求職者等に対するセクシュアルハラスメント行為に関する相談窓口を設けたうえで、相談窓口担 

当者が、適切に対応できるよう、教育その他必要な体制整備を行います。  

  ・相談には真摯に対応し、事実関係の迅速かつ正確な把握を行ったうえで、被害を受けられた方 

   に対する配慮のための措置を講じます。 

  ・求職者等に対するセクシュアルハラスメント行為を相談された方のプライバシーの保護のために 

   必要な措置を講じるほか、ハラスメント行為に関する相談をしたことによる不利益な取扱いはい 

   たしません。 また、求職者等に対するセクシュアルハラスメント行為に関する事実確認に協力した 

   教職員に対し、不利益な取り扱いをいたしません。 

  ・本学園は、ハラスメント行為を行った教職員に対しては、学園の諸規程に基づき、懲戒処分を含む 

   厳正な対処を行います。 

 

 

  


